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安心・安全・環境の崩壊？安心・安全・環境の崩壊？

安心安全の崩壊

•人の疾病増加

•住めない街
•ヒートアイランド
•汚染された街
•交通/運輸マヒ

•不安な食品/食材

地球温暖化
都市への集中

何が原因か分からないから
対策も打てない

崩壊の前兆が
あるはず

有害物質の排出

環境を可視化することが第一歩

少子高齢化

酸性雨

紫外線
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光化学スモッグ

NO2
密集地帯

オゾン
密集地帯

＝ 環境センサステーション

DB

“（分析機器の代わりに）経済的な小型センサを多数配置し、NW
でつなげて局地的な大気環境をきめ細かく把握”

ユビキタス環境センシングユビキタス環境センシング
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シミュレーション 環境予測へ

温湿度
センサ

SPM
センサ

ｵｿﾞﾝｾﾝｻ
NO2ｾﾝｻ

モジュール化

バッテリ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

ﾃﾞｰﾀ通信ﾊﾌﾞ

制御部

マルチセンシングステーション

センシングＮＷ

温湿度
センサ

SPM
センサ

ｵｿﾞﾝｾﾝｻ
NO2ｾﾝｻ

モジュール化

バッテリ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

ﾃﾞｰﾀ通信ﾊﾌﾞ

制御部

バッテリ

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

ﾃﾞｰﾀ通信ﾊﾌﾞ

制御部

（モニタリングソフトウェア）
・複数の端末を制御
・地図情報と組合せてデータ
を表示可能

３Ｄｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

①小型・高感度センサ

③シミュレーション

ユビキタス環境センシングユビキタス環境センシングシステムと技術のポイントシステムと技術のポイント

気象モデル
発生源モデル
拡散モデル
ＧＩＳ

有線網／無線網

②ＮＷｼｽﾃﾑ
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●●ナノナノ多孔質ガラスの孔中に色素化合物を吸着多孔質ガラスの孔中に色素化合物を吸着しした構造た構造
⇒⇒可視光で透明／膨大な実効表面積可視光で透明／膨大な実効表面積
●●オゾンオゾン／／二酸化窒素（ＮＯ二酸化窒素（ＮＯ22）が孔）が孔表面表面で色素化合物とで色素化合物と選択反応し着色選択反応し着色
⇒⇒超高感度超高感度（（環境レベル＝環境レベル＝ｐｐｂレベルのｐｐｂレベルのオゾン／オゾン／NO2NO2を検出）を検出）
●●小型の光源および検出器を組み合わせ小型の光源および検出器を組み合わせたシンプルな構成でたシンプルな構成で、簡単に色の、簡単に色の
変化を測定変化を測定
⇒⇒小型、高信頼小型、高信頼、低消費電力のセンサ機器構成、低消費電力のセンサ機器構成

フォト
ダイオｰド

開発した反応色素

オゾン/NO2

発光
ダイオード

他ガス

多孔質ガラス
センサチップ

センサチップ（NO2）

センサチップ（オゾン）

ナノ多孔質ガラス超高感度ガスセンサナノ多孔質ガラス超高感度ガスセンサ
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SPM(SPM(浮遊粒子浮遊粒子状状物質）センサ物質）センサ

1.0μｍ

0.5μｍ

0.3μｍ

パルス幅 時間

波
高
値(

散
乱
光
強
度)

標準粒子相当レベル

散乱光パルスを波高分析

主な仕様
検出方式：
5チャネル光散乱式ＳＰＭセンサ
最大可測濃度：
12000 個/cc（12倍までの希釈）
耐屋外環境対策：
防塵エアシース方式
分粒粒子径範囲：
0.3、0.5、1.0、2.5、7、10μｍ

光散乱法による粒子検出

微粒子を含んだ
試料空気

受光素子
（フォトダイオード）

楕円面鏡

レーザ光 微粒子による散乱光

・高濃度ＳＰＭの測定が可能
・広い粒子径範囲について同時測定が可能
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３３DD局所大気環境シミュレータ局所大気環境シミュレータ

CT3-17

３D局所大気環境シミュレータ

入力

計算結果

・化学反応モデルの組込み
・局所の三次元情報(ビルなど）の組込み
・ＰＣで短時間計算が可能

川面上の湿度分布 自動車排ガス分布 ビル排熱分布

3D都市モデル
気象情報、交通量など
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■きめ細かな環境予測サービ
スへの発展
■交通公害を低減する交通制
御システムへ展開

交通
制御システム

情報収集
装置

信号機

交通情報板

交通管制センター

モバイル／固定NW

環境予測
サービス

今後の展開今後の展開
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LiveELiveE!!プロジェクトへの参加：プロジェクトへの参加：
センサの設置・運用＠ＮＴＴ武蔵野研究開発センタセンサの設置・運用＠ＮＴＴ武蔵野研究開発センタ

三鷹駅

武蔵野市緑町３－９－１１

（旧（旧 武蔵野通研）武蔵野通研）
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気象観測ユニット
Vaisala

自立電源

RS232CDC

低消費電力
無線モデム

2.4GHz SS
無線

無線モデム

データ収集
ユニット

RS232
C ＦＤＣサーバ

（ＮＴＴ）

データサーバ
（東大）

FDML

LiveE
ﾌｫｰﾏｯﾄ

IPv4
Network

IPv4
Network

IPv6
Network

IPv6
Network

・屋外部からのデータ送信に低消費電力

無線モデムを使用し、自立電源（太陽

電池＋二次電池）での運転を可能に。
・組込みＬｉｎｕｘ端末で東大サーバへの

データ送信とともに、ＮＴＴのFDCサーバ

にもデュアルで送信。
・IPv6に対応（FDC）。

屋外部

屋内部 Field Data
Markup Language



11環境エネルギー研究所

NTT Energy & 
Environment

ＦＤＣ（ＦＤＣ（Field Data CenterField Data Center）での表示例：気温・湿度）での表示例：気温・湿度

-52

60

温度（℃）

0

100

湿度（％）

最低
2.4(12/5) 

最高
15.7℃(11/29)
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ＦＤＣ（ＦＤＣ（Field Data CenterField Data Center）での表示例：降雨強度他）での表示例：降雨強度他

0

5

降雨強度（mm/h）

2mm/h

0

100

湿度（％）
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太陽電池パネルとニッケル水素蓄電池太陽電池パネルとニッケル水素蓄電池
を用いたハイブリッド電源システムを用いたハイブリッド電源システム

n 太陽電池パネル

n ニッケル水素蓄電池（Ni-MH）
n コンディショナ
n 電池制御装置

n センサー（負荷）
n 無線ＬＡＮ装置 875

667

1038

527 54 kg
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内部構造内部構造

コンディショナ

電池箱

ＮｉＭＨ蓄電池

430

215

163

20 kg

10セル直列
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特長特長

n 太陽パネルと蓄電池を用いた自立型電源
n 電源インフラが困難な所への提供

n ニッケル水素蓄電池を用いた電源
n 鉛蓄電池の重量と体積が1/3へ 軽量・小型
n 鉛蓄電池より深い放電深度で放電可能

n 鉛：50%～70％ ⇒ 80 %まで許容

n 大容量の蓄電池を開発 ⇒ 約100 Ah/セル
n 高温でも充電可能 ⇒ 55℃まで許容

n 一般の電池は40℃程度までの充電
n 一般では夏の野外では充電困難

n 鉛の使用がなく、環境に優しい
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自立電源の様々な利用シーン自立電源の様々な利用シーン


